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安
倍
内
閣
は
、
「
国
際
平
和
支
援

法
案
・
平
和
安
全
法
制
整
備
法

案
」
（
戦
争
法
案
）
を
閣
議
決
定

し
、
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

国
会
で
は
審
議
が
進
む
に
つ

れ
、
法
案
の
危
険
な
正
体
が
明
ら

 

全
退
教
は
６
月
２
日
、
定
期
総

会
に
先
立
っ
て
、
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
内
の
国
際
会
議
場
で
、
一

万
人
ア
ピ
ー
ル
運
動
に
示
し
た 

意
思
と
決
意
を
全
国
の
皆
さ
ん

 

現
在
９２
歳
に
な
る
野
嶋
盛
次

郎
さ
ん
は
「
敗
戦
の
勅
書
を
受
け

入
れ
ず
、
赤
城
山
に
立
て
こ
も
っ

て
、
最
後
ま
で
米
軍
と
戦
う
と
決

意
し
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
愚
か
な
青
少
年
時
代

を
過
ご
し
た
私
に
、
平
和
と
民
主

主
義
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た

の
は
教
職
員
組
合
運
動
で
あ
っ

た
。
教
え
子
た
ち
に
自
分
の
よ
う

な
愚
か
な
人
生
を
送
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
、
『
教
え
子
を
再
び
戦
場

に
送
る
な
』
と
本
気
で
取
り
組
ん

だ
。
」
と
背
筋
を
伸
ば
し
た
姿
勢

で
、
た
ん
た
ん
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
は
、
自
分
の
生
き
ざ
ま
を

熱
く
語
る
７
人
の
話
に
、
笑
っ
た

り
涙
ぐ
ん
だ
り
と
感
動
に
包
ま
れ

ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
集
会
に
は
、
日
本
共

産
党
の
大
平
喜
信
さ
ん
（
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
選
出
）
と
畑
野
君
枝
さ
ん
の

２
人
が
参
加
し
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
さ
れ
ま
し
た
。 

て
い
ま
す
。 

 

６
月
、
７
月
の
２
か
月
の
戦
い
が

重
要
で
す
。
左
記
の
日
程
で
開
催

さ
れ
る
諸
行
事
を
「
戦
争
法
案
」

に
反
対
す
る
た
た
か
い
と
結
合
さ

せ
、
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

に
広
げ
よ
う
と
、
「
記
者
会
見
・
院

内
集
会
」
を
開
き
ま
し
た
。 

 

関
東
地
区
を
中
心
に
全
国
か
ら

「
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
退
職
教
職

員
は
訴
え
る
！
」
と
１
０
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
運
動
は
「
未
来
を
ひ
ら
く
憲

法
９
条
と
子
ど
も
・
青
年
を
ま
も
ろ

う
」
と
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨
秋
か

ら
約
５
か
月
で
１
１
，
３
６
１
人
の

賛
同
署
名
と
約
４
２
０
万
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
連
名
ポ
ス
タ
ー
を
全
国

に
広
げ
て
い
き
ま
す
。 

 

集
会
で
は
、
「
勤
労
動
員
・
勤
評

闘
争
」
「
東
京
大
空
襲
・
疎
開
」
な

ど
、
戦
前
戦
後
を
生
き
抜
い
た
退

職
教
職
員
の
決
意
を
７
人
の
参
加

者
が
発
表
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
２

人
の
発
表
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

沖
縄
か
ら
参
加
し
た
仲
松
泰
子

さ
ん
（
７９
）
は
、
幼
児
期
の
植
民
地

支
配
下
の
台
湾
で
の
皇
民
化
教
育

と
、
戦
後
の
過
酷
な
米
軍
支
配
の

体
験
の
中
で
、
教
育
の
基
軸
に
反

戦
平
和
と
人
権
教
育
を
す
え
、
そ

の
土
台
と
し
て
の
組
合
活
動
に
専

念
し
た
と
よ
く
通
る
声
で
、
力
強
く

語
り
ま
し
た
。 

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３

人
の
憲
法
学
者
全
員
が
、
衆
議
院

憲
法
審
査
会
で
法
案
は
「
違
憲
」

で
あ
る
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

世
論
調
査
で
も
、
今
国
会
で
の

成
立
「
反
対
」
が
過
半
数
を
こ
え

当
面
の
諸
行
事
を
「戦
争
法
案
」
に
反
対
す
る 

 

た
た
か
い
と
結
合
さ
せ
、
成
功
さ
せ
よ
う
！ 

６月～７月の当面の諸行事 
① 日中友好協会岡山支部２０１５年度総会 

と き：６月２１日（日曜日） １３時３０分～１６時 

ところ：岡山市福祉交流プラザ旭東 （岡山市中区網浜８３７－４） 

１３時３０分から 

 DVD「泥にまみれた靴で－未来へつなぐ証言 侵略戦争」を上映 

1931 年から 15 年におよんだ侵略戦争で加害者となった兵士たちは、

人間性を奪われ、鬼へと変っていった。侵略戦争の深い反省にたって生

まれた日本国憲法。罪を自覚し自らの体験を語り始めた兵士たち。 

１４時１０分から２０１５年度総会を開催 
 

② ６月２２日（月）～７月２２日（水）平和七夕まつり 

１９４５年（昭和２０年）６月２９日の岡山大空襲と戦争で亡くなられた方々

の鎮魂“再び郷土を灰にすまい”と今年も表町商店街をはじめ岡山駅前商

店街に折り鶴の吹き流しを飾ります。 
 

③ 戦争法案に反対する昼休みデモ行進 

と き：６月２４日（水） １２時１５分集合 

ところ：岡山シンフォニービル前 

デモコース：シンフォニービル前出発～岡山駅前通り西進～岡山駅中銀

ビル前終着 
 

④ 「戦争法」てなに？ の学習会 

と き：６月２７日（土）１３時５０分～１６時 

ところ：ふれあいセンター第一研修室（桑野） 

講師：藤井嘉子（弁護士） 
 

⑤ 第４９回岡山県母親大会（高梁市） ６月２８日（日） 

⑥ 盧溝橋事件７８周年街頭宣伝 

７月７日（火曜日） １１時～１２時 天満屋アリスの広場前 

もう一つの七夕、日中全面戦争の始まりとなった北京郊外、チラシ配りと

声の訴えに多数ご参加ください。（日中友好協会岡山支部） 

⑦ 戦争法許すな市民大行進 

と き：７月１１日（土） １１時３０分集合 

ところ：岡山市石山公園 

デモコース 

石山公園出発～城下交差点右折西進～岡山駅中銀ビル前終着 

⑧ ７月１２日（日）岡山高退教定期総会 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

７
月
１
日
（水
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

今岡 

宇野 

河合 

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

点
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

一
つ
は
、
全
退
教
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
豊

か
な
老
後
の
く
ら
し
を
」
め
ざ
し

「
一
人
ぼ
っ
ち
を
な
く
す
」
や
「
死

ぬ
前
に
最
後
の
仕
事
～
憲
法
９
条

を
ま
も
ろ
う
」
な
ど
は
、
シ
ン
プ
ル

で
わ
か
り
や
す
い
。
私
た
ち
も
、
組

合
員
や
父
母
の
心
に
ひ
び
く
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
考
え
た
い
。 

二
つ
目
は
、
「
い
い
先
生
に
な
る
よ

り
、
幸
せ
な
先
生
に
な
ろ
う
。
」
、

こ
れ
は
安
倍
政
権
が
教
育
再
生
の

名
の
も
と
に
愛
国
心
教
育
、
教
育

格
差
を
つ
く
り
出
す
政
策
を
導
入

し
て
く
る
な
か
で
、
ま
じ
め
な
若
い

教
師
（
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
。
う

ま
く
い
か
な
け
れ
ば
自
分
の
責
任

と
考
え
る
）
が
や
め
て
い
る
。
そ
ん

な
な
か
で
「
い
い
先
生
」
（
仕
事
が
で

き
て
、
失
敗
も
な
く
、
事
務
処
理

も
早
い
）
で
な
く
「
幸
せ
な
先
生
」

（
目
の
前
の
子
ど
も
を
通
し
て
、
自

分
も
子
ど
も
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り

と
成
長
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
）
に

な
る
よ
う
は
げ
ま
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
も
職
場
に
組
合
が
存
在
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
話
さ
れ

た
。 

終
わ
り
に
―
安
保
の
よ
う

に 

た
た
か
お
う
！
― 

私
は
、
今
回
は
じ
め
て
総
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
第
２
分
散

会
の
司
会
ま
で
さ
せ
ら
れ
、
緊
張
し

た
２
日
間
で
し
た
。
多
く
の
発
言
者

が
、
取
り
く
み
の
経
験
や
自
分
の
思

い
を
熱
く
語
る
姿
に
、
感
動
し
ま
し

た
。
岡
山
の
総
会
（
７
月
１２
日
）
も
ぜ

ひ
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
。
一
万

人
ア
ピ
ー
ル
運
動
は
、
「
戦
争
法
案
」

の
国
会
審
議
を
に
ら
み
な
が
ら
、
も

う
少
し
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。 

全
退
教
加
盟
組
織
は
、
５
月

２７

日
に
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら

な
い
福
岡
県
退
職
教
職
員
の
会
」
が

加
入
し
、
全
国
５２
退
教
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
今
年
中
に
、
沖
縄
の
退

教
の
仲
間
が
加
盟
す
る
予
定
で
す
。

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
み
な
さ
ん
！ 

私
た
ち
は
、
日
本
の
進
路
（
戦
争
か

平
和
か
）
を
決
め
る
、
重
要
な
時
期

に
い
ま
す
。
大
会
議
論
の
中
で
「
安
保

の
よ
う
に
た
た
か
お
う
」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
退
職

教
職
員
の
「
得
意
技
」
を
地
域
で
生

か
し
、
草
の
根
の
運
動
を
全
国
に
広

げ
、
安
倍
政
権
を
包
囲
し
、
退
陣
へ

と
追
い
こ
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 

全
退
教
第
二
十
五
回
定
期
総
会
開
催 

―
一
万
人
ア
ピ
ー
ル
運
動
で
全
退
教
の
存
在
を
実
感
― 

は
じ
め
に 

全
日
本
退
職
教
職
員
連
絡
協

議
会
（
全
退
教
）
は
６
月
２
日
・
３

日
、
東
京
の
全
国
教
育
文
化
会
館

で
第
２５
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で

の
約
９０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
岡

山
高
退
教
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
日

中
友
好
協
会
の
会
員
で
あ
る
難
波

娃
子
副
会
長
と
全
国
幹
事
の
私
が

参
加
し
ま
し
た
。 

初
日
の
全
体
会
で
は
、
松
村
全

退
教
会
長
と
全
日
本
教
職
員
組

合
（
全
教
）
を
代
表
し
て
吹
上
副
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
し
川
村
俊
雄

（
憲
法
会
議
代
表
幹
事
・
９
条
の
会

事
務
局
）
さ
ん
か
ら
「
憲
法
を
守
る

～
戦
争
さ
せ
な
い
、
平
和
で
行
こ

う
」
と
題
す
る
ミ
ニ
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
休
憩
後
に
議
事
に
入
り
、

美
濃
山
事
務
局
長
か
ら
２
０
１
４

年
度
の
経
過
報
告
と
２
０
１
５
年

の
方
針
案
の
提
案
が
あ
り
質
疑
・

討
論
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
６
分
散
会
で
「
一
万

人
ア
ピ
ー
ル
運
動
」
の
取
り
組
み
を

中
心
に
各
県
か
ら
の
報
告
が
あ

り
、
休
憩
後
に
全
退
教
の
活
動

（
交
流
・
親
睦
会
員
ふ
や
し
・
世
代

継
承
・
財
政
問
題
な
ど
）
に
つ
い
て

討
論
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
全
体

会
に
移
り
、
各
分
散
会
報
告
の
後

に
決
算
報
告
・
予
算
案
な
ど
す
べ

て
の
議
案
を
拍
手
で
承
認
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
「
『
戦
争
す
る
国
』
許

す
な
！
一
万
人
ア
ピ
ー
ル
運
動
を

更
に
広
げ
て
、
『
戦
争
法
案
』
を
必

ず
廃
案
に
！
」
の
総
会
宣
言
を
採

択
し
、
松
村
会
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 全

退
教
は
有
事
に
な
っ

た
ら
青
年
に
な
る
！ 

２
日
間
の
感
想
は
、
難
波
さ
ん

が
書
か
れ
ま
す
。
私
は
、
特
徴
的

な
発
言
を
何
点
か
紹
介
し
た
い
。 

◎
松
村
会
長
が
あ
い
さ
つ
で
、
次
の

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
問
い
か
け

を
紹
介
。 

な
ぜ
大
人
は
戦
争
す
る
の
で
す
か

（
小
学
生
） 

先
生
日
本
は
、
ほ
ん
と
う
に
戦
争

す
る
の
で
す
か
（
中
学
生
） 

「
こ
れ
っ
て
召
集
令
状
？
」
（
自
衛

隊
か
ら
の
求
人
票
を
受
け
取
っ
た

高
校
生
） 

紹
介
し
た
会
長
は
、
今
こ
そ
「
教

え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」

と
誓
っ
た
全
退
教
の
出
番
で
あ
る

と
力
説
さ
れ
た
。 

◎
京
都
は
、
全
退
教
の
存
在
意
義

に
つ
い
て
。
退
職
者
が
、
い
そ
い
そ

と
楽
し
く
集
ま
れ
る
、
日
だ
ま
り

の
よ
う
な
場
を
つ
く
ろ
う
。
（
場
に

な
ろ
う
。
） 

◎
滋
賀
は
、
今
次
総
会
を
象
徴
す

る
言
葉
と
し
て
、
全
退
教
は
有
事

に
な
っ
た
ら
青
年
に
な
る
！ 

こ
の

言
葉
は
、
院
内
集
会
に
お
い
て
、

９０

代
、
８０ 

代
の
先
輩
会
員
の

若
々
し
く
、
力
強
い
発
言
を
聞
い

て
出
ま
し
た
。 

◎
和
歌
山
は
、
公
職
選
挙
法
改
正

案
（
１８
歳
以
上
に
選
挙
権
を
）
を

受
け
て
。 

登
下
校
時
に
「
戦
争
法
案
」
反
対

の
ビ
ラ
を
勇
気
を
も
っ
て
高
校
生

に
配
る
と
り
く
み
の
大
切
さ
を
話

す
。 

◎
北
海
道
は
、
ア
ピ
ー
ル
署
名
で

新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き
た
。 

一
万
人
ア
ピ
ー
ル
署
名
を
一
番
に

届
け
て
く
れ
た
の
は
、
高
齢
、
病

気
、
介
護
な
ど
で
日
頃
活
動
に
参

加
で
き
な
い
会
員
で
し
た
。
コ
メ
ン

ト
欄
に
は
、
平
和
へ
の
思
い
が
い
っ
ぱ

い
か
か
れ
て
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

何
か
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
で
き
な

い
で
い
た
会
員
に
は
、
こ
の
署
名
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
ま
た
れ
て
い

た
。 

◎
そ
の
他 

今
の
憲
法
の
ま
ま
で
死
に
た
い
（
女

性
会
員
） 

平
和
で
な
け
れ
ば
楽
し
め
な
い
（
大

阪
か
ら
） 

◎
オ
ー
ル
沖
縄
か
ら
オ
ー
ル
日
本

の
た
た
か
い
へ
（
道
理
と
正
義
は
沖

縄
県
民
、
日
本
国
民
に
あ
る
） 

 

い
い
先
生
に
な
る
よ
り
、

幸

せ

な

先

生

に

な

ろ

う
！ 

全
教
の
吹
上
副
委
員
長
の
連
帯

の
あ
い
さ
つ
の
中
で
私
は
、
次
の
２

日中友好協会倉敷支部 

２０１５年度総会 
日 時：６月２７日（土） 

     午前１０時より 

場 所：倉敷市福田町 ライフパーク倉敷 

 写真展：午前９時より 

 総 会：午前１０時～１２時 

 映画会：午後１時より 衆議院第一議員会館 国際会議場で発言する野嶋さん 

松村会長 マイクを持っている人 


